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 第２章「弾性エネルギーの蓄積と利用」では，身体の反動動作と SSC および弾性エネルギー
の蓄積・利用に関する研究の比較を示し，SSC のメカニズムと身体動作の関係を示した．さら
に，力学モデルを利用したスティフネスの推定した研究と，実際のパフォーマンスとの関係を
示した事例を取り上げ，弾性エネルギーやスティフネスの走パフォーマンスへの寄与について
言及を行った． 
 第３章「傾斜面内跳躍による弾性エネルギーの測定」ではスライダーシートを用いた足関節
のみによる傾斜面内跳躍を可能にした実験システムを構築し，下腿部の筋腱複合体に蓄積する
弾性エネルギーの測定を素足状態と３種類のスパイクシューズを用いて行った．スライダーシ
ステムを用いた足関節跳躍を行い，床反力測定システムを利用した足関節の仕事量の測定と筋
電図測定による筋収縮の仕事量の算出および弾性エネルギーの推定を行い，スパイクシューズ
装着による効果をマンマシンシステム全体としての弾性エネルギーの増強という観点から示し
た． 
 第４章「連続跳躍と粘弾性モデルによるスティフネスの測定」では身体を質量，弾性，粘性
の３要素による力学モデルとして構成し，数種類のリズムによる連続跳躍によって発生する床
反力の着地衝撃シミュレーションを行った．力学モデルの粘弾性パラメータは，着地衝撃曲線
とフィッティングさせることによって求めた．その結果，着地衝撃の床反力を正確に再現する
ことができ，動作による変化とスパイクシューズ装着による足部状態の変化が脚スティフネス
に影響を与えることを確認することができた．  
 第５章「加速度・ジャイロセンサを用いた測定システムの開発と実走行の測定」ではここま
で示した弾性エネルギーやスティフネスについて，実際の疾走動作時での測定の重要性につい
て言及した上で，加速度センサおよびジャイロセンサを用いたバイオメカニクス測定システム
の開発を行い，実際の100ｍ走疾走を想定した測定および足関節スティフネスの推定を試みた．
これにより実際の疾走動作で加速度および角速度の測定を行い，算出した床反力やトルクおよ
びスティフネスを示し，議論を行った． 
 最後に第６章「総括」で本論文の総括を行った． 
